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１．地域の概要 

 鈴鹿市は昭和 17 年に 2 町 12 カ村が

合併し、人口約 5 万人から始まった。

三重県の中北部に位置し、東は伊勢湾

に面し、西は鈴鹿山脈で滋賀県に接し

ている。年平均気温は 16℃、年平均降

水量は 1,600mm と比較的温暖であるが、

冬は養老山地と伊吹山の間を抜けてく

る強風（通称「鈴鹿おろし」）のために

寒く、まれに海岸部まで積雪が見られ

ることがある。 

現在の人口は約 20 万人、面積は約

194km2 となっている。自動車産業など

数多くの企業を誘致し、伊勢湾岸地域

有数の内陸工業都市として発展してい

る。農業においても、茶や花木をはじ

め、水稲などの生産が活発に行われ、

農業と工業がともに成長し現在に至っ

ている。 

２．地域農業の概要 

 鈴鹿市の耕地面積は約 5,880ha で、そのうち水田は約 3,790ha である。農家

戸数は 3,788 戸で、うち専業農家数が 657 戸で総農家数の 17.3％を占め、第 1

種兼業農家は 3.5％、第 2 種兼業農家は 40.4％となっている。 

肥沃な平野部を中心に稲作や野菜栽培が行われている。また、丘陵・台地部

ではサツキやツツジといった植木類の栽培から流通・販売までが一貫して行わ

れるとともに、温暖な気候を生かした茶栽培は県下 1 位の生産量を誇り、伊勢

茶ブランドとして全国に知られている。 

土地利用型作物は、栽培面積が水稲 2,260ha、小麦 670ha、大豆 446ha となっ

ている。早生品種である「コシヒカリ」が主に栽培され、本州でも有数の早場

米産地となっている。小麦は実需者からの需要が高く、伊勢うどんの原料とな

る「あやひかり」が市全域で栽培されている。 



３．杉本氏の経営概況 

杉本氏は平成 7 年に認定農業者となり、現在自家労働 2 人（ご本人と息子）

と常時雇用 1 名で農業経営を行っている。麦作においては、就農 9 年目となる

息子の育久氏（31 歳）に主に担当させており、後継者育成にも注力している。 

経営面積は 6,100a であり、うち水稲を 3,500a、小麦を 2,600a、さらに大豆

を 2,600a 作付けている。すなわち、大豆については小麦後の全てのほ場で作付

け、農地の有効活用を図っている。 

また氏は、地域の不作付け地の発生防止、解消に積極的で、水稲作を中心に

利用権設定により農地の集積を行っており、地域と連携したブロックローテー

ションの確立やほ場の合筆による大区画化で農地の効率的な利用に努め、面積

拡大へ対応している。 

麦作については、全面積で「あやひかり」を栽培し、麦の生育やほ場の条件

に合わせた細やかな栽培管理と、排水対策をはじめとした対策技術の積極導入

により平成 30 年産の収量が 465kg/10a となり、県平均収量（305 ㎏）を大きく

上回り、品質においても、95.1％が 1 等と高い評価を得ている。なお、当該品

種は、県の名物である伊勢うどん等の原料として県内製粉会社からの需要が高

く、県内の栽培面積は年々増加しているが、需要量に追い付いていない状況で

ある。 

さらに氏は、新たな技術や資材の導入にも積極的であることから、JA や普及

センター等が実施する実証試験などへの協力も行っている。

表１ 小麦生産概要 

反収(kg/10a) 1 等比率(%) 
年産 品種 

作付面積 

(a) 杉本 県平均 杉本 県平均 

H30 あやひかり 2,600 465 305 95 76 

H29 あやひかり 3,760 455 296 92 95 

H28 あやひかり 3,560 298 246 82 85 

表２ 品質分析結果（平成 30 年産） 

タンパク質

(%)

灰分 

(%) 

容積重 

(g/l) 

フォーリング

ナンバー

9.5 1.42 826 309 



４．技術・経営上の特色 

（ア）排水対策

小麦栽培における排水対策は、収量確保や品質向上に向けた重要な技術と位

置付けている。明渠の設置など基本技術を励行するだけでなく、特に排水性の

悪いほ場には畝立て播種や暗渠施工等の対策技術を導入するなど、ほ場に合わ

せた管理を行っている。また、水稲作での乾田直播を推進することで、麦作時

の排水性や砕土率の改善に努めている。 

（イ）土壌改良

近年、三重県では水田の高度利用に伴い、地力低下による減収が見受けられ

るようになっている。氏は、土づくりの重要性を認識しており、鉄とケイ酸を

含む土壌改良剤や苦土石灰を施用することで地力の維持に努めている。 

（ウ）施肥管理

 全量基肥肥料の施用による省力化や安定的な生育量の確保を行うとともに、

出穂前に葉面散布肥料を施用することで登熟向上・収量向上を目指している。

また、常に麦の生育観察を行い、生育が十分でないと判断した場合は適宜施肥

を実施している。 

（エ）雑草対策

 当地域では、ブロックローテーションが確立しており、田畑転換により難防

除雑草の発生を抑えているため、播種後の土壌処理剤散布による雑草防除を基

本としている。 

（オ）コスト低減

氏の管理するほ場は、地域の高齢化等により年々増加傾向で、経営上、効率

的な管理が不可欠となっている。このため、ほ場の合筆による大区画化を進め

ており、過去 5 年間で 1 区画当たり平均 20a であったほ場面積を 30a まで広げ

ている。作業時間もこれに比例して改善されており、大区画化が進んだほ場で

は、ドリルシーダーによる高速播種作業をはじめとした大型機械による一貫作

業に取り組むことで、10a 当たりの所要時間は 1.49 時間と県平均である 4.31 時

間を大幅に短縮することができている。また、氏は、日頃から作業性向上を意

識しており、自ら農機具の改良を行うなど更なる効率化を目指している。 

病害虫防除は、共同防除を利用せずに乗用管理機で防除をすることにより、

低コスト化だけでなく、発生状況に応じた適期防除にも努めている。 

麦収穫後は、全量を自家乾燥および選別することで乾燥調製費を削減すると

ともに、フレコン出荷を進めることで合理的な輸送を行っている。 



表３ 10a あたりの小麦労働時間 

作業名 機械名 労働時間（分） 

除草剤散布 ブームスプレーヤー 5 

土壌改良剤散布 ブロードキャスター 5 

溝堀機 5 

V 字溝堀機 6 明渠 

リターンデッチャ 0.5 

残渣粉砕 チョッパー 6 

スタブルカルチ 8 
耕起 

ロータリー 2 

整地 パワーハロー 5 

ドリルシーダー 8 
播種・基肥 

アッパーロータリー 3 

ブロードキャスター 2 
追肥 

ブームスプレーヤー 5 

除草剤散布 ブームスプレーヤー 5 

防除 ブームスプレーヤー 5 

刈取り・脱穀 汎用コンバイン 9 

乾燥調製 自家乾燥 10 

89.5 
杉本氏 

（1.49 時間） 合計 

（県平均） （4.31 時間） 

（カ）技術向上

氏は、栽培技術の習得・向上に向け、自ら関心のある技術や資材、JA や普及

センターなどから依頼される実証試験を積極的に実施している。関係機関との

連携や信頼関係を築くとともに、実証試験の状況を経過観察し、多様な情報収

集に努めている。効果が確認された技術や資材は、自身だけでなく他の生産者

へ情報共有することも率先して行っている。 

また、JA や普及センターなどの関係機関が開催する研修会等には必ず出席し、

経営改善・発展に向け取り組んでいる。 

（キ）品質改善

県内では麦の需要量が供給量を上回る「逆ミスマッチ」の状況が続いている

なかで、氏は平成 28 年産麦の作付けより、実需者の要望が高い良質多収品種「あ

やひかり」を導入した。適切な栽培管理や、ほ場排水対策の徹底、全量自家乾



燥を行うことで適期収穫が可能となり、品質・収量向上を図っている。栽培か

ら収穫、乾燥調製まで一貫して行うことで、栽培管理と品質・収量についての

知見を集め、次作以降の麦作に反映させている。 

 その他にも、土壌改良資材等による土づくりや、100％種子更新を徹底し、収

量の高位安定化と上位等級麦の生産に努めている。 

（ク）その他

氏は、農協受託者部会に加入するなどして地域農業を推進する中心的な人物

として活躍している。また、息子の育久氏は SNS を活用した全国の生産者との

情報交換を行っており、全国の同じ志を持つ生産者とともに麦作技術の向上に

向けた様々な取り組みに挑戦している。 

このように氏は、地域のみならず全国へもその活躍の場を広げており、今後

更なる発展が期待される。 

５．今後の課題 

県内産「あやひかり」のさらなる増産が実需者から求められるなか、作付面

積 30ha 強を目標とした面積拡大に加え、ドローンによる効率的な病害虫防除や

NDVI 等の計測機器を活用した適切な施肥管理をはじめとした収量向上のための

新技術を積極的に検討・導入したいと考えている。 

また、今後も増えると予想される不作付け地の発生防止、解消に積極的にか

かわり、地域との信頼関係を重視した麦生産振興に取り組んでいきたいと考え

ている。 

（三重県四日市鈴鹿地域農業改良普及センター 鈴鹿普及課 主任 内山裕

介） 
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